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	応用
	抗原情報
	背景
	NUSAP1は、核小体紡錘体関連タンパク質であり、紡錘体微小管の組織化に関与する（Raemaekers et al., 2003 [PubMed 12963707]）。[OMIM提供、2009年6月],ドメイン：KENボックスは、ユビキチン化に続くこのタンパク質のFZR1依存性分解に必要である。,機能：微小管を束ねて安定化させる能力を持つ微小管関連タンパク質（類似性による）。染色体と会合し、染色体周囲の有糸分裂紡錘体微小管の組織化を促進する可能性がある。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,PTM：ユビキチン化される。 FZR1によるユビキチン化は、このタンパク質のプロテアソーム依存性分解につながる可能性がある。,類似性：NUSAPファミリーに属する。,細胞内局在：間期には細胞質および核小体に存在し、前中期には有糸分裂紡錘体に再分布する（類似性による）。後期および終期には有糸分裂紡錘体に局在し、細胞質分裂中には染色体周囲から消失する（類似性による）。有糸分裂中、染色体の複数の異なる領域に局在する。,サブユニット：DNAおよび微小管と相互作用する。微小管の束形成はIPO7、KPNA2、およびKPNB1によって阻害され、DNAとの結合もIPO7およびKPNA2によって阻害される。,
	研究分野
	-
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	NUSAP1抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NUSAP1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ANKTポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

